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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和３年５月定例教育委員会会議を開会いたします。 

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私の他５人の委員が出席しておりますので、この会

議は成立しております。 

会議録署名人は、小屋松委員と西山委員とします。 

 

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりですが、

招集通知後に追加で協議をお願いしたい案件が発生したため案

件を追加しております。当該案件は、報告（６）天明校区におけ

る魅力ある学校づくりに関する要望書についてです。 

また、本日の議事のうち、議第３６号 令和３年度熊本市一

般会計補正予算（6月補正予算）について及び議第３８号 和解

の成立については、「教育予算その他議会の議決を経るべき議案

についての意見の申出に関する案件」に該当すること、議第４

５号 熊本市教科用図書選定委員会委員の委嘱等については、

委員の氏名を公開することにより、率直な意見の交換又は意思

決定の中立性が不当に損なわれるおそれがあること、また、報

告（５） 教科書採択における公正確保については、出版社の

申し出があったことから、会議規則第１３条第２号及び第４号

の非公開事由に該当し、非公開の審議が適当と思いますがいか

がでしょうか。 

議第３６号、議第３８号、議第４５号及び報告（５）につきま

して、非公開に賛成の委員は、挙手をお願いします。 

 

  

 （全員挙手） 

  

遠藤洋路 教育長 全員賛成により、議第３６号、議第３８号、議第４５号及び

報告（５）は非公開とします。 

 

日程第１ 前回会議録承認 

遠藤洋路 教育長 

 

４月２２日開催の令和３年４月定例教育委員会会議録を各委

員のお手元に配布しております。この会議録等を承認すること

に、ご異議はありませんか。 
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（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、前回会議録を承認することに決定します。 

 

日程第２ 事務局報告  

（１）事業・行事等報告について 

○ 前回定例会議（Ｒ３．４．２２）以降の事業・行事報告 

○ 今後の予定  

  

日程第３ 議事 

・議第３７号 熊本市奨学生の採用について 

 

《上村奈津子 指導課副課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  ご提案には賛成いたします。 

 質問ですが、コロナによって経済的に困窮して申請者が増え

たという事実はございますか。 

 

上村奈津子 指導課 

副課長 

 コロナによる影響ということなんですけれども、貸付けにつ

きましては、コロナ禍前の令和元年度の申請者数は７３名でご

ざいました。その７３名と比較いたしますと、令和２年度は７

８名で５名の増加、今年度は５８人の申請者で、令和元年度と

比較いたしますと１５人減少しております。申請者数で比較い

たしますと、新型コロナウイルス感染症による影響は大きくは

見られないというふうに考えております。 

 

西山忠男 委員  分かりました。ありがとうございました。 

 

遠藤洋路 教育長  他にありますか。よろしいですか。 

 では、他にご発言がないようですので採決を行います。 

 議第３７号 熊本市奨学生の採用について、ご承認いただく

ことにご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 
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 議第３７号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第３９号 熊本市いじめ防止等対策委員会委員の委嘱について 

 

《川上敬士 総合支援課長 提出理由説明》 

 

遠藤洋路 教育長  私から一点よろしいですか。この交代する前の方は県警の肥

後っ子サポートセンター長です。新しい候補の方は県警の生活

安全企画課少年保護対策室長となっていますけれども、後任で

はないんですか。どんな関係なんでしょうか。 

 

川上敬士 総合支援課長  今年度、県警本部の組織改革がありまして、以前は少年課の

課長補佐級がサポートセンター長をやっておりましたけれど

も、内部の組織が変わりまして、後任ではありますが、職名が

変更になったということになります。 

 少年課がなくなりまして、少年課がこの生活安全企画課の中

に入って室になったということになります。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。組織が変わったけれども、一応後任に当たる

方だということですね。 

 

川上敬士 総合支援課長  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  はい、分かりました。 

 他にはよろしいですか。 

 では、ほかに発言がなければ採決を行います。 

 議第３９号 熊本市いじめ防止等対策委員会委員の委嘱につ

いて、ご承認いただくことにご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第３９号については原案のとおり決定いたします。 
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〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第４０号 熊本市就学支援委員会委員の委嘱について 

 

《若杉敏郎 特別支援教育室長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第４１号 熊本市立学校における医療的ケア運営協議会委員の委嘱について 

 

《若杉敏郎 特別支援教育室長 提出理由説明》 

 

泉薫子 委員  内容については問題ないと思うんですけれども。１つ質問し

たいと思うんですが、今現在、医療が必要な児童というものの

内容の内訳が大まか分かったら教えていただきたいです。 

 

若杉敏郎 特別支援教育

室長 

 ご質問は今の状況の医療的ケアが必要な子どもたちの状況と

いうことだと思いますけれども、現在、熊本市には１６名の子

どもたちが教育課程内における医療行為が必要な児童生徒さん

として在籍されておられます。そのお子さんたちに対しまして、

１２校に看護師等を配置させていただいて、その中での医療行

為を行っているところであります。今回、この運営協議会の中

で専門的なご意見をいただきながら、また運営していきたいと

いうふうに考えております。 

 

泉薫子 委員  具体的に酸素が必要であるとか、あまり細かいことまでは必

要ないんですけれども、今現在、問題になっていることは何か、

課題になっていることがあれば教えていただけたらと思いま

す。 

 

若杉敏郎 特別支援教育

室長 

 子どもたちの状況ということだと思いますけれども、先ほど

言った１６名の内容は、一言で言って幅が広うございます。胃

ろう、吸引とあと酸素ボンベの酸素量調節、そういうことを含

めまして、通常学級の中におられたり、１日に何度かの調節と

か、吸引が必要とか、中には血糖値を調べるために針を刺す行
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為が医療行為になるものですから、そのときだけちょっと看護

師じゃないとできないというお子さんもいるという、そういう

状態の方から、ストレッチャーに乗っておられて、支援学級の

中で常時の酸素吸引状態の方とか、すごく体調が不安定なので、

常に吸引等の状況が考えられるお子さんまでおられますので、

そういう子どもたちの一人一人の実態に合った医療行為ができ

るような体制づくりを今行っているところです。 

 

泉薫子 委員  分かりました。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  では、他にありますでしょうか。ありませんか。 

 では、他にないようでしたら採決を行います。 

 議第４１号 熊本市立学校における医療的ケア運営協議会委

員の委嘱について、ご承認いただくことにご異議ありませんで

しょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第４１号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第４２号 熊本博物館協議会の委員の委嘱について 

 

《田端 文一 熊本博物館長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第４３号 熊本市教育の情報化検討委員会の委員の委嘱について 

 

《小田 浩之 教育センター副所長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 
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・議第４４号 熊本市教科用図書選定委員会規則の一部を改正する規則について 

 

《福田 衣都子 教育センター副所長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第４６号 熊本市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 

《青山 和人 生涯学習課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第４７号 熊本市社会教育委員の委嘱について 

 

《青山 和人 生涯学習課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

日程第４ 報告 

・報告（１）市立高等学校・専門学校改革基本計画について 

 

《松永直樹 学校改革推進課長 報告》 

 

西山忠男 委員  ９ページで、必由館高校の附属中学校をつくることについて

の意見がございますが、これは必由館で中高一貫教育を推進す

るということで附属中学校を設置するというお考えだったんで

しょうか。ちょっと正確に記憶していないので教えてください。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 必由館高校につきましては、中高一貫教育を行うことで、よ

り深い学びについて進めていくほか、中学校で探究的な学びを

進めていた生徒が高校に上がった際に他の生徒の中心となって

学びに取り組んでいっていただけるようなことを目的として、

中高一貫教育の推進を、期待をさせていただいているところで

ございます。 
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西山忠男 委員  その場合、質問にあるように、私立中学も生徒の確保に苦労

している現状で、わざわざ附属中学校をつくって成功するのか

という質問だと思うんですけれども、そのことに対してどうい

う考えがあるのか教えていただけますか。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 ご指摘のとおり、必由館の附属中学校以外にも私立の中学校、

若しくは熊本大学附属中学校を含めございますけれども、本市

で考えております中学校につきましては、それら現在行ってい

る教育内容とは大きく異なるものを提供することを考えており

ます。特に２５人の少人数編制によります探究的な深い学びに

つきましては、かなり大きい本市の特色となるというふうに考

えておりますし、そもそも本市は市立中学校を多く持っており

ますので、中学校運営のノウハウというのも十分にございます。 

 そういった市の資源を生かしながら、これまでになかった取

組を進めるということは非常に意義があるものと考えておりま

すし、そこで得られました課題でありますとか成果につきまし

ては、広く公私を問わず、各中学校で共有もできるというふう

に思っております。そういった市立ならではの教育を提供でき

るというところが我々の強みかと思っておりますので、そこを

しっかりご理解いただけるようにこれから取り組んでまいりた

いというふうに考えております。 

 

西山忠男 委員  意図はよく分かるんですけれども、それが市民に伝わるかと

いうことなんです。市民に伝わらないと生徒は集まらないので、

そこをどうやるのかですね。そこが、とにかく新しくつくると

きには非常に難しい問題ですね。とても魅力のある学校をつく

るんだ、素晴らしい教育をするんだということを市民に伝わる

ような広報活動が非常に重要だと思いますけれども、いかがで

しょうか。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 委員ご指摘のとおり、その点は非常に大事かというように思

っております。我々といたしましても、どのようにしましたら、

保護者または生徒に我々の思いが伝わるかというのを念頭に置

きながら取り組んでいかないといけないというふうに考えてお

ります。 

 また、広報活動につきましては、例えばということでござい

ますが、動画の作成を行う、その動画については生徒等にも積
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極的にご参加をいただいて、私たちの学校改革の理念に、生徒

が学校づくりに参画する学校というものを目指しているという

こともございますので、高校生、中学生に積極的にご参加いた

だいて、またそのできた動画を本市には１人１台タブレットの

配付が進んでおりますことから、ＩＣＴ資源も活用しながら広

報するということを考えているところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしかったですか。 

 他にはいかがでしょうか。 

 

小屋松徹彦 委員  ちょっと意地悪な質問になるかもしれませんが、６ページの

１２のご意見の中に、これは事務局に対するご指摘かと思いま

すが、「校長が、教育委員会が立案したことの執行機関に過ぎな

い現状を考えれば、教育委員会学校改革推進課にこそ外部人材

を登用すべきではないだろうか」というこういうご指摘がされ

ていますが、担当課としてはこれに対して何かご意見ございま

すか。すみません、意地悪な質問で。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 校長につきましては、主体的に学校運営に携わっていただい

ているところかと思います。また、我々に対してのご指摘は、

確かにちょっと説明が足りなかったかなというふうに考えてお

ります。といいますのが、素案作成の際にはアドバイザーを積

極的に登用させていただいて、ご意見を頂戴し、それを計画に

反映させていることを、そもそも記載していなかったというこ

ともございますし、これからも我々としてはアドバイザーを含

めまして、いろいろなかたちのご協力をお願いすることがある

かと思います。一部の授業について講師をお願いするとか、そ

ういったことを含めまして、外部人材の活用についてはしっか

りお伝えができていなかったのかなというところもございます

ので、その点につきましては、素案のほうを修正したうえで、

さらに私たちもそこはいろいろな場を通じてお伝えをしていき

たいというふうに考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  小屋松委員、よろしいですか。 

 他にございますか。 

 

泉薫子 委員  今までも学校改革計画については報告を何回もいただいたと

ころで、高校生自体にというか、在学している高校生に意見を
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聞かれたことはありましたか。何かそういった意見を参考にす

るようなものがあったかどうか、記憶にないんですけれども、

あったら教えていただきたいです。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 そもそも素案を立てる前に検討会でご議論いただきました

が、その中に生徒のほうにも入っていただいております。また、

ワークショップにも、各学校１０名程度が参加しご議論をいた

だいたところでございます。 

 また、生徒から個別にご意見をいただいたということもござ

いまして、私のほうから、４月以降だけでも２回お会いし、お

話をさせていただきました。また、そこは本人からの了承も得

たところなんですけれども、一部、内容につきましてはパブリ

ックコメントのほうにもお出しをいただきまして、それにつき

ましては、いただいたご意見も踏まえ、計画のほうも修正をし

たといったところで、これまでも生徒の意見を取り込むといい

ますか、生徒と意見交換をして、よりよい学校にしていきたい

という思いで行動してまいりましたし、今後についても必由館、

千原台、ビジネス専門学校、３校の生徒としっかりとお話をし

て、いい学校づくりを進めていきたいというふうに考えている

ところでございます。 

 

泉薫子 委員  分かりました。 

 もし、差し支えがなかったら、どういった意見があったかと

いうのをちょっといくつか何か主立ったものだけでも教えてい

ただけると、どういうことを考えているのかなというのが分か

ると思うので。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 主な意見といたしましては、例えば必由館におきましては、

生徒数がやはり減るといいますか、少人数学級を進めることで

９０人減る、また、附属中学校を設置するようなところで６０

人減ることで、学校の活力が削がれてしまうのではないか、そ

ういったご意見でありますとか、そもそもまずご提示をしてい

た案が、国際コースよりといいますか、英語に特化した教育を

行うようなイメージを持つような素案の書きぶりになっていた

こと等につきましてご意見をいただきました。 

 そこにつきましては、まず英語等にちょっと偏ったような記

載になっていた部分につきましては、今回、改めて素案のほう

の修正をしたところでございますし、人数が少なくなってしま
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うところについての活力の低下の部分につきましては、今後、

様々な取組でそういったことがないようにしたい、例えば部活

動の加入率につきましては今７割程度でございますが、これを

上げることによりまして、部活動の活力自体も失われることな

くやれるのではないか、若しくは部活の運営自体に生徒等が参

画をすることで、より活気のある部活動に生まれ変わるのでは

ないか等についてご説明をさせていただきまして、その方向性

についてはご了承いただきましたし、今後、ぜひ一緒に引き続

きお話をしたいということでご意見もいただいたところでござ

います。 

 

泉薫子 委員  ありがとうございました。 

 

遠藤洋路 教育長  他にありますか。 

 

西山忠男 委員  ９ページの最後に、通信制課程についての意見があって、定

員が８０名というのは難しいのではないかという意見がござい

ますけれども、市内にある通信制高校はかなり授業料が高いと

ころが多いので、そういう意味では、市立の通信制というのは

魅力があると思うんです。定員は人数に応じて決めればいいと

思いますが、やはり問題は通信制課程でもしっかりと学習の質

保証を行うこと、学力を担保することということだと思うんで

す。その点はやっぱり難しいと思うんですけれども、しっかり

考えていただければと思います。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 千原台の通信制課程につきましては、大変ご期待もいただい

ているところでございます。こちらにつきましては、令和６年

度以降の設置ということで、令和５年度からのスタートという

ことでの取組ではございませんが、しっかりニーズ把握を行い

まして、人員体制、教育課程の編成を行ってまいりたいという

ふうに考えております。 

 また、本市の千原台高校の通信制課程は商業系の課程という

ことで、非常に珍しいといいますか、特色のあるものだという

ふうに考えております。こちらにつきましては、市立のビジネ

ス専門学校のほうと連携を取った教育課程の編成も可能かとい

うふうに考えておりますので、そういった市立高等学校間、専

門学校間との連携もしっかり取りながら、よりよい教育の提供

を行ってまいりたいというふうに考えております。 
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遠藤洋路 教育長  よろしいですか。 

 他にはありますか。 

 最初の委員長の苫野委員、何かありますか。 

 

苫野一徳 委員  コメントだけ。特に質問ということではないんですが、しば

らく関わらせていただいた者として、ここまで着々と進めてい

ただいて、本当にありがとうございました。泉委員がおっしゃ

ったように、高校生たちの声を常に活発に聞き入れてといいま

すか、そういった姿勢で、一緒につくっていくという感情をず

っと持ちながら続けていっていただけたらなというふうに思っ

ているところです。特に質問などはありません。本当にありが

とうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  他にはよろしいですか。 

 では、他にご発言がなければ本件は以上といたします。 

 

 

・報告（２）専決処分の報告について 

 

《上村奈津子 指導課副課長 報告》 

 

苫野一徳 委員  すみません、もしかしたら聞き漏らしたかもしれないんです

が、失業その他のことが理由で返還できない場合があるという

ようなお話があったかと思うんですが、その場合、しばらく猶

予があるとか、そういった決まりはあるんでしょうか。 

上村奈津子 指導課 

副課長 

 家計の急変などによりまして、支払いの分納のご相談に応じ

たり、あるいはコロナの影響での家計の急変による支払いの猶

予を本人の申請に基づいて行っております。 

 

苫野一徳 委員  ということは、そういった猶予はあるけれども、今回はそう

いうこと関係なくという異議申立てということだったんです

か。 

 

上村奈津子 指導課 

副課長 

 なぜこの方に支払い督促申立てをしたのかということにつき

ましては、まず滞納者のうち３か月以上の滞納があり、かつ連

絡が取れない方、３か月未満の滞納ではあるけれども、話合い
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に応じない、約束の履行をしない方を抽出した結果、該当する

方が５７名いました。昨年１２月に催告書を送付したところで

す。その５７名のうち、既に支払い督促、あるいは判決が確定

している方を除きまして、連絡がない方、約束の履行がない方、

また１２か月以上の滞納かつ滞納金が２０万円以上の方を抽出

し、該当する７名に対して今年１月に支払い督促の事前予告通

知を発送いたしました。その７名のうち６人からは一部返還や

返還相談がありましたが、この方からは連絡がございませんで

した。そこで、このお一人の方に対しまして、３月に簡易裁判

所へ支払い督促申立てを行ったものでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしいですか。 

 つまり猶予とか分割とかそういう方法もあるけれども、そう

いう相談にも話合いにも一切応じないし連絡もつかないと、そ

ういうことですか。 

 

上村奈津子 指導課 

副課長 

 再三にわたる催告や通知や連絡をしたにもかかわらず、先方

からは何も連絡がなかったということになります。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 他にはいかがですか。 

 では、他にご発言がなければ本件は以上といたします。 

 

 

・報告（３）「熊本市立小中学校 心のアンケート」（いじめ等に関するアンケート）の結果 

     報告について 

 

《川上敬士 総合支援課長 報告》 

 

出川聖尚子 委員  一点質問なんですけれども、子どもがいじめられたことを誰

かに話したかというときに、７ページになりますが、家族に話

をしたと４割から５割ぐらい書いてありますけれども、家族が

いじめを知ったときにどこに相談すればいいのか現在の相談体

制を教えてください。 

 

川上敬士 総合支援課長  学校のいじめが起こった場合の対応については、保護者に恐

らく周知されていると思いますが、基本的には学校に相談をす
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る場合が多いと思います。なかなか学校に相談しても対応して

もらえないと感じた方は総合支援課のほうによくかけていただ

いておりますけれども、委員ご指摘のことは、保護者にそれが

周知できていないのではないかということだと思いますので、

改めて学校から保護者にいじめの相談は学校にしてくださいと

いう周知を再度やっていきたいと思っております。 

 

出川聖尚子 委員  分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしかったですか。 

 

出川聖尚子 委員  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  他にはいかがですか。 

 

西山忠男 委員  １３ページの一番最後のご説明なんですけれども、いじめを

ハラスメントとして捉えるというお話がありましたけれども、

それは当然だと思っていたので、なぜ今さらそういうふうにお

っしゃるのかなというのがちょっとよく分からなかったんです

が、どういうことでしょうか。 

 

川上敬士 総合支援課長  いじめというのがどうしても行為に向いてしまうというか、

こういうことをやったからいじめだよというような指導もこれ

まで多かったんです。以前はいじめの定義が、ある一定期間、

一定の人間関係において継続して続いた行為を定義としてあり

ましたが、防対法の中では、いじめというのは被害を受けた子

どもがいじめと捉えたら、それをいじめと認知して対応しなさ

いということですが、この感覚がまだ学校現場、もしくは子ど

もたちにも十分分かっていないというところで、私たち教育委

員会から学校への発信がこれまで少なかった、それを改めてこ

こに挙げて対応してもらうということで書かせていただきまし

た。 

 

遠藤洋路 教育長  いかがですか。 

 

西山忠男 委員  ちょっとまだよく分からないんですけれども、継続的な行為

をいじめと定義していたと。 
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川上敬士 総合支援課長  行為ではですね。 

 

西山忠男 委員  今回は受け止め方で、もういじめられたと思ったらそれはい

じめですよという、そこちょっと難しいですね。ハラスメント

は、確かに受けた本人がこれはハラスメントだと思えばハラス

メントだという定義になっているのでそれはいいと思うんです

けれども、ただ本人がどう思うかというのは本人が言わない限

り分からないですよね。そこのところがちょっと捉え方として

難しいなと思うんですけれども。 

 

遠藤洋路 教育長  いかがでしょうか。 

 

川上敬士 総合支援課長  小学校の低学年は意外と先生たちに、こういうことをされた

と担任の先生たちに発信するので、それをこれまでは、いや、

それは違うよというような指導があっていたんですけれども、

現在はそれを訴えてきたらいじめとして認知して対応するとい

うことです。 

 やはり学年が進むと、なかなか発信しにくいので、それをい

かに教師側が拾い上げるかというのがこの防対法ができてから

変わってきたんですけれども、一番の問題は、いじめの行為は

終わったけれども、まだ子どもが安心して学校に行けないとい

うケースの場合に、そこに学校がどうケアしていくか、支援し

ていくかというのがやはり足りないと考えます。学校は対応し

ていじめの行為は終わったと捉えているんですけれども、子ど

も自身はまだ不快な感情がずっと残っているので、いじめが続

いていると捉えているというのがこのアンケートから見えてき

ました。そこで、もちろん当然のことなんですけれども、これ

を学校に再度、対応方法の中に、いじめられた側の気持ちに寄

り添って、丁寧に継続して対応していくことを今年度しっかり

周知していきたいということでここに入れさせていただきまし

た。 

 

西山忠男 委員  ということは、いじめという行為が終わっても、被害感情が

残っている限りは心のケアが大事ですよという指導をしますと

いうことですね。 

 

川上敬士 総合支援課長  はい。 
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西山忠男 委員  分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  他にはいかがですか。 

 

苫野一徳 委員  ２つお尋ねしたいんですけれども、まず熊本市はスクールロ

イヤーとの関係性といいますか、そういった制度とかを今どの

ように運用されているのか、ないのか、今後検討中なのか、そ

ういったあたりをお聞かせいただきたいのと、いじめをした側

の生徒に対してどのような対応をするという一定のコンセンサ

スがどれぐらいあるのか、お聞きできますでしょうか。 

 

川上敬士 総合支援課長  スクールロイヤーについては、総合支援課のほうで弁護士会

と学習会を５度ほど開いたりしながら検討してきたんですけれ

ども、なかなか、単なる弁護士への相談とはやっぱりスクール

ロイヤーは違うところがありまして、弁護士会としては学校の

中にどう入り込んでいくか、そういった意見が出てきました。

教育委員会の中に弁護士を置くというところは今、教育政策課

で検討されているところですが、弁護士を入れることとそれが

スクールロイヤーに繋がるかというのはまたひとつ視点が変わ

ってきます。スクールロイヤーについては私たちもさらに勉強

していきたいと思っております。 

 それから、いじめをやった側に対しての対応ですけれども、

これもいろいろないじめ案件で議論はしましたけれども、一番

強いのは出席停止ということもありますが、実際今までしたこ

とはありません。ただ、いじめた子をある一定期間、別室で先

生がついて指導をするというようなことは学校の中で対応をし

ているところですが、教育委員会からこういう対応をするよう

にというものは学校へは指示しておりません。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  苫野委員、よろしかったですか。 

 

苫野一徳 委員  はい、ひとまず。ちょっと考えさせてください。 

 

遠藤洋路 教育長  はい、分かりました。 

 教育委員会の中に専任の弁護士を置くということは今、募集

をしたんですけれども見つからなくて、苦戦中です。絶賛募集
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中です。 

 

苫野一徳 委員  分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  他にいかがでしょうか。 

 

小屋松徹彦 委員  ６ページ、資料にちょっと触れられましたけれども、いじめ

が前学年から続いているのが３割弱と書いてありまして、これ

は課題と書いてありますけれども、さんざんいじめは駄目だよ

とか、そういうことを啓発しながらも、やっぱり続いていると

いうか、ここの課題をどうやって今後取り組んでいくか、そこ

ら辺、何かございますか。 

 

川上敬士 総合支援課長  先ほど、西山委員のほうからご質問があった点とちょっと関

連すると思いますけれども、いじめの行為は終わっているけれ

ども、子どもの中には安心して行けないとか、行為は止まった

けれども視線が気になるとか、それがいじめられているという

ような捉え方をしている子どもたちがやっぱり一定数いるとい

うことが見えてきましたので、先ほども言いましたけれども、

行為が終わったからいじめは終わったではなくて、その子がい

じめはもう続いていないと捉えるまで学校が子どもに関わった

り、ケアしていかなければ、この数字はなかなか減っていかな

いのではないかと考えています。 

 

小屋松徹彦 委員  ということは、この３割というのは、いじめをしている側じ

ゃなくて、いじめを受けた側がその後、まだその感情が残って

いるということの続いているということなんですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  問７は、問２で今の学年になっていじめを受けましたかとい

う質問に子どもたちが答えておりますので、今の学年でいじめ

があって、それがもうなくなったという子どもは続いていない

と答えています。この続いている子というのは、この調査以前

にいじめ行為があったり、前の学年からだったりした行為が続

いていると捉えている数字がこの約２０数％ということになり

ます。 

 

遠藤洋路 教育長  前も１回か２回、教育委員会会議でも話題になっていたと思

うんですけれども、学校側としてはいじめの解消率というのが
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９０何％みたいな数字なんだけれども、こうやって聞いてみる

と、まだ２割、３割ぐらいはいじめが続いているというふうに

答えていると。その差が何なのかということ、学校としてはい

じめは解消したと思っている。そして、いじめたとされている

側も別に何もしていないですよと言うんだけれども、やっぱり

まだいじめられた側から見ると、みんなに白い目で見られると

か、例えば、何かのときにちょっとしたことで何か言われたの

がすごく気になるとか、そういうことがあって、やっぱりいじ

めが続いているんだという認識をしているということです。そ

この違いが多分あって、やっているほうは別に何もしているつ

もりはないんだけれども、やられている側はまだいじめられて

いると思っているというそういう状況がやっぱりあるんだとい

うことだと思うんです。だから、そういう意味では、いじめら

れた側の人が安心して毎日、学校生活が送れるようになるのが

目標ですし、それがいじめの解消という状態というふうに認識

をして取り組むというのが先ほどから課長が説明しているハラ

スメントというのは、いじめられた側の気持ちで対応するとい

うことになります。 

 小屋松委員、いかがですか。 

 

小屋松徹彦 委員  要するにこの３割というのは、いじめ行為が３割ではなくて

ということですよね。分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  いじめが、」学校が把握していないところで続いているという

可能性もあります。だから何もやっていないんだけれどもいじ

められたと一方的に思っているというふうに断言はできません

けれども、やはり学校側、それからいじめた側がもういじめて

いません、いじめは終わりましたと認識しているのと、いじめ

られた側の認識は違うんだというところを把握しておく必要が

あるのかなと思います。 

 他にいかがですか。 

 

泉薫子 委員  これは質問ではなく意見なんですけれども、１３ページの今

後の課題、取組として、一番最初に持ってきてありますから、

重点項目だというふうには思いますけれども、本来、いじめを

減らすというか、なくなりませんので、ある程度解決していく

ために、やはり一番大事なことは子どもたちの自己存在感、肯

定感を上げることだと思っております。いじめる方の心理的な
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ものも、いじめられる方も、どちらもこれが上がらないと、解

決していかないことが多く、先ほどから話題になっております、

ずっといじめられた気持ちが残ってしまうという子どもたちに

対して、やはりそれを乗り越える力を教育で与えていくという

ことが教育の大事な役目ではないかなと思うんです。そのため

にはやはりこの三機能について、もっと具体的な取組ですとか、

どういったことを子どもたちに教えていくと、こういった機能

が上がってくるのかというのをここの部分を重点的に考えてい

ただけたらいいのかなと考えました。 

 以上です。 

 

川上敬士 総合支援課長  この生徒指導の三機能につきましては、教育センターの授業

づくりの中にも、授業の中でこの三機能を生かしたものを取り

組んでくださいと指導していますし、生徒指導の見直しの中で

も、これが一番メインになっております。やはり認め、褒め、励

ます、そういった機会を教師がどんどん与えてやることが子ど

もの自信にも繋がりますし、そういう一人一人の子どもに活躍

の場をやる、そういう機会をどんどん増やして自己肯定感、自

己有用感を高めることを今後継続して取り組んでいくと、少し

ずつでも上がっていくのではないかなと捉えています。 

 

泉薫子 委員  よろしくお願いします。 

 

苫野一徳 委員  まだうまくまとまっていないんですけれども、いじめはもち

ろん許さないということが大事ですし、なくしていかなければ

いけないと思いますし、いじめられた側に立ってケアをしっか

りしていくというのは大前提だと思うんですけれども。先ほど

も少しお尋ねしたいじめた側、いじめをハラスメントとして捉

えると、先ほど西山委員は当然のこととおっしゃっていて、確

かにそうだと思うんです。いじめとハラスメントって、私の感

覚では、いじめの方が重いんですよね。ハラスメントってもう

ちょっと軽いところまで含み込む概念のような感じがするの

で、ハラスメントと捉えると、本人は別にハラスメントしたつ

もりもないし、いじめたつもりもないんだけれども、こんなこ

とでこんなふうに自分が加害者として名指されるんだという気

持ちになる子どもがこの定義になると、とても増えると思うん

ですね。 

 もちろん、そうなんだよということでしっかりと了解を図っ
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ていかなければいけないと思うんですけれども。教育界で一昔

前にとても話題になった「反省させると犯罪者になります」と

いう本とか、「ケーキの切れない非行少年たち」という本がかな

り話題になったんですけれども。法務教官の方々が書かれてい

る本で、少年院の子どもたちを見ていると、例えば認知にやは

り、少し困り感を抱えている子どもたちが圧倒的に多いと。で

もなかなかそれを周りが気づかないので、困り感を抱えたまま

で、だからケーキを３分の１にしてくださいと言われても全然

切れない、そういう認知にちょっと困り感を抱えている子ども

たちが、ずっと世界との違和感の中でいらいらして、何か問題

行動をしたらすぐにそれが怒られて、お前みたいなやつは、み

たいなことをどんどんやられる中で、どんどん犯罪行為に余計

走っていってしまうというようなこういった実情をかなり克明

に描かれていた本がかなり話題になりましたけれども。そうい

うことを考えると、いじめはもちろん許してはいけないし、な

んだけれども、我々はこの前、いじめ防止授業を専門的になさ

っている弁護士さんとかとお話をしたところ、いじめをしてい

る子の多くが、いじめ以外の選択肢を知らないからやっちゃっ

ている場合があると、他に解決するためにいくつも方法がある

のにそれを知らないだけと、だから前もってそういった防止授

業で、こういうところにいじめじゃなくてこんな方法があるん

だよというそれを知っているだけで全然違うんですよねという

話を聞いて、なるほどなと思ったんですね。 

 なので、いじめられた側のケアというのはかなり知恵も溜ま

ってきていると思うんです、現場でも、私たちも。だからいじ

めた側が余計にそのことで疎外感を受けて、より悪化というか

苦しんで、そういったことがないように我々がどういうふうに

対応できるんだろうということを、信頼できる専門家から学び

たいなと思うんです。学校の先生はかなり困っているというか、

どうしたらいいかなと思われている方がいらっしゃるんじゃな

いかなと思うので、そういう機会をぜひ私自身も受けたいとい

うか、欲しいなと思うところです。 

 

川上敬士 総合支援課長  なかなかそういう機会が持てていないのが現状ですので、苫

野委員からもご紹介いただいたりしながら、これは子どもの世

界に限らず、大人の世界もそうですけれども、なくならないと

いうことを前提に、どう取り組んでいくかというのが非常に大

事です。私はあるいじめに関する研修会の中で聞いたのが、ど
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うしても被害者側の心のケアというのを重点的に取り組んでい

くんですけれども、しょっちゅういじめている子どもの心のケ

アをやらない限り、その子はずっといじめを繰り返す、苫野委

員が言われたことだと思います。だからそこに手を入れるとい

うのが必要ですし、特別支援教育の視点というか、一人一人、

顔形が違うように持っている性格も違う、それを、子どもたち

が認められる、そういう大人を育てていくことが必要だと考え

ます。いじめをなくす、ちょっと髪の毛が天然パーマだからそ

れを笑うとか、それは違うんだよということをずっと子どもた

ちの時代から染み込ませていくといいのかなと思います。 

 ただ、なかなか学校現場もそれをじっくりと１つ１つ拾い上

げて考えさせるということはできませんけれども、意識の持ち

方で変えられる部分が大分あるのかなと思います。そういうこ

とを教育委員会から意識してくださいという先生方への発信、

子どもたちにもそれぞれみんな個性があって違うんだよという

ことを常に考えさせていく、それの積み重ねが少しずついじめ

を減らす、嫌な思いをする子が減っていくのかなと考えます。

特効薬はないというふうには思っております。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございます。 

 意識をする面で改善する部分も確かにあると思うんですが、

先ほどの弁護士さんから聞いた話で、スキルの部分もかなりあ

るということなので、学校の先生のスキル、子どもたちのスキ

ル、こういったところも上げられるものは上げられるというこ

とが分かっているのであれば、何か研修も、それこそ別に悉皆

でやる必要はなくて、関心のある先生が少し増えていって、そ

ういうスキルを持っている人が横でつながって広がっていけば

いいのかなという気もするので、それこそご紹介いたしますの

で、何かそういうスキルも磨いていく場もあっていいんじゃな

いかなというのを感じているところです。よろしければまたご

検討いただければと思います。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  どの辺にそういう専門家がいるんですかね。 

 

苫野一徳 委員  この前、対談させていただいた弁護士の方は、まさに、「弁護

士秘伝！教師もできるいじめ予防授業」という本を書かれたり、

「「幸せ」な学校のつくりかた」という本を書かれた弁護士の方

がいらっしゃって、その方はかなりいろいろといじめ防止の授
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業をなさっていて、聞くと、ああ、これはかなり有効な授業だ

なというのは思いましたので、そういったところですね。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 精神論だけじゃなくて技術的な面も大切かと思いますので、

そこはぜひ事務局で検討してみてください。 

 他にいかがですか。よろしいですか。 

 では、他になければ本件は以上といたします。 

 

 

・報告（４）「令和２年度生徒指導状況報告」の結果報告について 

 

《川上敬士 総合支援課長 報告》 

 

西山忠男 委員  １ページ目の暴力行為の状況ですけれども、対教師の暴力が

小学校で１２件、中学校で６件あるということなんですけれど

も、教師はこういう状況に対してどう対応しているんでしょう

か。あるいはどう対応しなさいと指導しているんでしょうか。 

 

川上敬士 総合支援課長  対教師暴力というのも幅が結構広くて、暴れていてそれで子

どもが先生を叩く、子どもが暴れるのを抑えようとして、逆に

先生を叩いたとかいうのもありますし。以前は先生に完全に向

かっていくような時代もありました。状況にもよりますけれど

も、ひどい場合には病院に行って診断書を取ってというような

ケースもありますし、場合によっては子どもが先生に謝って終

わるというように、ケースによって対応の仕方は変わってまい

ります。 

 

西山忠男 委員  基本的に教師は暴力に対して暴力で対抗できないわけですか

ら、そこの指導は非常に悩ましいと思っているんじゃないかと

思うのでお尋ねしたんですけれども、難しい事案とかいうのは

なかったんでしょうか。 

 

川上敬士 総合支援課長  十数年前ぐらい、一時期、中学校が荒れた時代がございまし

たけれども、その頃、私、現役の教諭でしたが、手を出すことは

いけないけれども制止はいいというふうによく言われました。

暴力で来た子に対して、先生がサンドバッグ状態で打たれっ放
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しというのはいけない。殴り返すという行為ではなくて、制止

に入る、例えば、相手をぐっと押さえるとか、そういったかた

ちでの防御ということです。最近はもうそういった、先生に意

図的に向かってくるということはほとんどなくて、先生が暴れ

ている子どもを制止したら、余計にかっとなって先生をたたい

たという程度のものが多いのかなと思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしいですか。 

 他にいかがでしょうか。 

 

出川聖尚子 委員  聞き漏らしたのかもしれないんですけれども、３ページ目の

最後のほうに書いてある、下から３行目、どこにもつながって

いない不登校児童は大体どれぐらいいらっしゃるんでしょう

か。例えば、どこにも行かないとしても、学校とも連絡が取れ

ないようなお子さんというのもいらっしゃるのか教えてくださ

い。 

 

川上敬士 総合支援課長  毎年、年２回、子どもの居場所調査というのを本課でやって

おりますけれども、令和２年１１月に調査した中では、担任の

先生がプリントを持っていったり、そういう定期的にやるよう

なものはこの子たちにも実際は対応されているんですけれど

も、例えば適応指導教室、フリースクールとか、今、フリースク

ールもたくさんあって、そういうどこにもつながっていない子

が令和２年１２月段階で、小学校で３１２名、中学校で８２７

名、約１，１００人ぐらいいます。つまり、つながっていない子

の人数が圧倒的に多いことは本市の大きな課題です。 

 

遠藤洋路 教育長  どうですか。 

 

出川聖尚子 委員 今ある適応教室やフリースクールとは違ったかたちで新しい

仕組ができるというお話だったので、そういったものをまず初

めてみてつながるようにしていくことが大切だと思います。全

く連絡や所在確認が取れない場合は、児童相談所と連絡を取る

とも必要になってくると思います。つながっていないという状

況も複数要因があると思いますので、その分析や理解をしてお

く必要があるのかと思いました。 

 

川上敬士 総合支援課長  実は小学校に入学予定だったけれども、入学式も来ないで、



令和３年（２０２１年）５月 教育委員会会議録【５月２７日（木）】 
 

 23 

実際どこにいるのか分からないというケースもあるんですけれ

ども。所在が分からない子については、２ページの長期欠席者

の中のその他の中に含まれております。不登校の子どもの中に

所在が分からない子というのは基本的にはいません。ただ、中

には保護者の方が、学校職員に会わせないとかいったケースは

非常に苦慮しており、このＩＣＴを使った取組についても多分

難しいかなと思いますし、そういう子どもたちも一定数含んで

います。 

 

遠藤洋路 教育長  そうすると、先ほどの不登校の中で適応指導教室、フリース

クール等と書いてあって、どこにもつながっていない不登校児

童生徒と書いてありますけれども、これが全部で１，０００人

ぐらいいますという話でしたけれども、どこにもつながってい

ないといっても、ほかの学校外のどこかの機関に通っていない

という意味であって、学校とはつながっているということなん

ですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  一応学校とはつながっていますが、先ほども言いましたよう

に、完全に学校を拒否されている方も一定数いますので、全く

つながっていない家庭も実際にあります。 

 

遠藤洋路 教育長  先ほどのように、学校と全くつながりを拒否しているという

人は不登校じゃなくて長期欠席のその他のところに入っている

というそういうことだったんですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  すみません。所在が分からない子どもさんは、この長期欠席

のその他に入りまして、学校との関係を全く切られている方は、

この不登校の要因の家庭の問題という要因に入っている場合も

あります。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、家にはいるんだけれども、学校とのつながりを拒否し

ているという人が不登校の中に入っているんですね。 

 じゃ、その他の長期欠席というのはそもそもいるかいないか、

生きているか死んでいるか、この世に存在しているかどうか分

からないというそういう状況なんですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  文科省が示している、例えばスポーツジュニア大会、世界大

会とかで頻繁に熊本市外とか、世界大会とかに行く子あたりは
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その他の中に入っていたり、芸能活動をやっているような小中

学生あたりもこのその他の中に含まれています。 

 

遠藤洋路 教育長  ということは、つまり生きているか死んでいるか分からない

という子どもは、今、熊本市内にはいないということですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  すみません、そこまではちょっと把握できておりませんけれ

ども、所在が分からない、生きているか不明という子どもさん

は一定数いるかなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  以前、去年か一昨年か、そんな調査が国からあったような気

がするんですよね。そもそも生きているか死んでいるか、この

世にいるかいないか分からないみたいな人はいませんよね、み

たいな調査があって、ちゃんと全員把握していますというよう

なことだったように思うんですけれども、違いますか。 

 

川上敬士 総合支援課長  本課で行っています調査の中に、要対協と連携してやってお

りますけれども、１か月以上会えない子どもの報告が本課のほ

うに上がってきておりまして、そういった場合には関係機関等

につないで家庭訪問をしていただいたり、児童相談所は強制力

がありますので、そういったものを実際に使って家庭を確認す

ることがあります。ただ、今のところ、そういう対応を取った

のは近年では出ていません。 

 

遠藤洋路 教育長  ごめんなさい、ちょっと分からないんですけれども、要する

に所在は全員把握できているんですか。できていない人はなぜ

生きているか分かるんですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  所在ははっきり今のところ、分かっているということです。 

 

遠藤洋路 教育長  つまり、生存は確認できているということでいいんですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。さっきの説明と少し違う気もしますけれども、

いいんですかね。じゃ、どこにいるか分からないという人はい

ない。 
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川上敬士 総合支援課長  現在のところはおりません。 

 

遠藤洋路 教育長  大丈夫でしょうか。さっき分からないとか言っていましたけ

れども、いないことになっちゃいます。 

 

川上敬士 総合支援課長  学務班のほうが、もしかすると何かそういう情報を持ってい

るかもしれませんが、ちょっと確認してみないとわかりません。 

 

遠藤洋路 教育長  以前の調査では、学校で全く会えない、一定期間会えない子

どもがいて、児相とか警察とかが一応家に行って、それで一応

全員生きていましたみたいなそんな結果だったような気がする

んですけれども、その辺はあまり把握していないんですか。 

 

若杉敏郎 特別支援教育

室長 

 以前担当しておりましたので、私のほうからお答えさせてい

ただきます。 

 教育長のお尋ねの何年か前にということがありました。どこ

かの、そこまで覚えていませんけれども、全国のどちらかで、

所在が分からずに子どもさんの行方が分からないという事件が

ありまして、それを受けて、文科のほうから、うちでも、という

ことがありました。そのときには一斉に調査を行いましたけれ

ども、現在本市の仕組としましては、各学校に在籍している子

どもさんがどこにどのような生活をしているのかというのは、

定例報告の中で毎月把握をしております。その中で、全く会え

ない、すなわちどこにいるかも分からないも含めて会えないと

いう子どもさんについては、毎月報告をするように義務づけて

おります。そこで、そこを総合支援課のほうで全件確認しまし

て、子どもたちの状況というのを児相等も含めて確認すること

で、今の現在、行方知らずという子どもさんはいない。でも、学

校が会いたいとか、教育的な何かを伝えたいとかということに

対して、なかなかそこがつながっていないということが先ほど

のつながっていないということの認識で、そういう状況の子は

おられるんですけれども、行方とか所在が分からないという子

はいないということです。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 他にはいかがですか。 

 

苫野一徳 委員  先ほど、熊本市内にもそれなりにフリースクールなどもでき
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てきたというようなお話もありましたけれども、それこそ教育

機会確保法で各自治体はそういった情報提供をどんどん努めて

いきましょうねということが出されていたと思うんですけれど

も、周知とか、いろいろな教育機会がありますよとか、学校、し

ばらく休業が必要なときは、他に行く機会がありますよとか、

熊本市でも少しそういった機会を整えますよとか、そういった

情報提供とか周知、保護者の方へのとか、そういったことはど

れくらい進んでいるのかお聞きしたいなと思って。特に学校に

行かない選択をした子どもとそういう選択したいけれどもでき

ない子どもってやっぱりいるんですよね。どうしても親が家に

ずっといないので、不登校になりたくてもなれないような子も

いたりするので、そういったところも踏まえて、どれくらい積

極的な情報提供がなされているのかということをお伺いできれ

ばと思います。 

 

川上敬士 総合支援課長  フリースクール等は、青少年教育課がフリースクールをいろ

いろ確認をしたりしておりまして、本課でもいくつかのフリー

スクールを訪問させていただいたり、昨年度の「Ｅｄｕｃａｔ

ｉｏｎ Ｗｅｅｋ」の中でもフリースクールに参加していただ

いたりということで、まだまだ教育委員会から保護者向けのフ

リースクールのご紹介というのが十分できていない状況にあり

ます。今後はフリースクールとも連携を取りながら、不登校の

子どもたちが選択できるものを増やしていくというのが私たち

のテーマですので、それをこれからしっかり取り組んでまいり

たいと思います。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  苫野委員のお話は、学校へ行かないことを選択しているとい

う子どもと学校に行きたくても行けない子どもがいるという話

かと思ったら、不登校になりたくても不登校になれない子ども

がいるというそういうパターンがあるんですね。いろいろパタ

ーンがあるなと。分かりました。 

 他にいかがですか。 

 

小屋松徹彦 委員  これは報告とはちょっと離れますが、教えていただきたいの

ですが、文科省の調査というのが別にあるんですね。これは毎

月なんですか、それとも年度。 
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川上敬士 総合支援課長  文科省の調査は１年間分をまとめて１回報告します。大体４

月か５月に熊本市は一旦、県に報告を上げて、県から文科省に

報告をしております。 

 

小屋松徹彦 委員  ということは、重複してやるのではなくて、今、熊本の場合

には毎月この報告を上げるようにされていますけれども、それ

をこの文科省の調査のほうには上げていくということでよろし

いんですか。何で聞いているかというと、学校の負担感が、同

じようなことを２つやっているのは大変じゃないかなという観

点からちょっとお聞きしています。 

 

川上敬士 総合支援課長  現在は文科省に報告を上げる前提でこの定例報告を毎月上げ

てもらっていますので、毎月積み上げていけば、その数値を精

査して、数値が変わる場合がありますけれども、基本的にはそ

れを文科省に報告として上げていくということになります。 

 

遠藤洋路 教育長  文科省の調査が、文科省が公表している以外のデータは公表

してはいけないというルールになっているらしくて、全く使え

ないわけですよ。だから、やっても何の意味があるんだろうと

いうぐらいのものであって、自治体としては自分たちで調査を

したほうがましだということです。国のほうにもそれはちょっ

と何とかしてほしいなと思っています。 

 他にはいかがですか。よろしいですか。 

 では、他になければ本件は以上といたします。 

 

 

・報告（６）天明校区における魅力ある学校づくりに関する要望書について 

 

《松永直樹 学校改革推進課長 報告》 

 

西山忠男 委員  私も、要望にあるように、施設一体型の義務教育学校の新設

がいいんじゃないかと思いますけれども、それは予算的には可

能なことなんですか。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 予算上の課題は大変大きなものがございまして、施設整備に

は相当な費用がかかるということもございます。このコロナ禍
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の中、市としての優先順位づけ等の課題もございます。しかし

ながら、この施設整備に関しましては、４小学校と１つの中学

校を１つにまとめるということで、将来的な財政的な負担軽減

効果も見込まれるということ、また本市初めての施設一体型の

義務教育学校の設置であること等を考えますと、非常に意義あ

るものであるのではないかというふうに考えております。また、

これが今後、学校規模の適正化等を考えていくうえでも１つの

モデルケースにもなり得るものかというふうに考えております

ので、私たちとしては積極的に取り組み、財政当局等にも意義

を伝えていきたいというふうに考えているところでございま

す。 

 

西山忠男 委員  ３番にありますように、天明地区は高潮の被害が想定される

地区なんですよね。ですから、単に教育の予算だけではなくて、

防災のほうの予算も活用して、防災施設を兼ね備えた学校施設

という観点で、教育関係だけではなくて、防災の予算も取り込

んだようなかたちでできればいいんじゃないかなと思うんです

よね。いかがでしょうか。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 委員ご指摘のとおり、天明校区におきましては、３階建て以

上の建物がほとんどないような状況で、常日頃から地域の皆様

が不安に思っていらっしゃるというところがございます。今回、

施設一体型の建物を建てますと、学校規模で５００人規模とい

うことになりまして、基本的には３階建て以上の建物が建設で

きるというふうに考えております。 

 また、この件につきましては、市の防災関係部署とも連携を

しておりまして、意義のあるものとしたいというふうに考えて

おります。また、被害の想定あたりも今後、変わり得ることも

想定されますので、危機管理関係の部署とは十分に連携を取っ

てこの取組を進めてまいりたいと。当然、ここの取組について

は、地域の住民の方も非常に関心が高いところで、非常に危機

感をお持ちの部分でもございますので、住民の方ともしっかり

意見交換を行って、進めたいというふうに考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  今のご意見は、恐らく予算的にも教育関係だけじゃなくて、

防災関係とか、使えるものは使ったほうがいいんじゃないかと

いうご意見だと思います。そこはよろしくお願いします。 

 他にいかがでしょうか。 
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苫野一徳 委員  私の関心に引き寄せ過ぎて大変恐縮ではあるんですけれど

も、１つ、ここには小規模校の良さはあるなという思いはあり

つつ、義務教育学校は私も大変可能性があると思っているので、

これはこれでとてもいいかなと思うんですけれども。その際、

せっかくだったら、義務教育学校の良さを最大限生かした最先

端を目指していくような、そういうカリキュラムであったり、

学校のあり方なりを徹底的に考え抜いてデザインしてやってい

っていただきたいなと思います。 

 例えば義務教育学校だと、学年ごとの指導要領の枠を超えら

れるんですよね。それということは、今言われている個別最適

化と言われるものをものすごく力強く推進できるドライバーに

もなると思うんです。４年生の子が６年生のことやったり中学

校のことやったり、あるいは中学生が後ろに戻って学び直せる

だとか、もっといいのは小中学生が混ざり合っていろいろなプ

ロジェクトができるとか、こういった本当に大きな可能性を秘

めている、今、大きく教育の在り方が変わろうとしているもの

の土壌としてはかなり可能性があると思っているので、そのあ

たりは単に建物を整えるとか、そういったことだけじゃなくて、

中身も徹底的に考えて、子どもたちや先生方や地域の人たちが

考え合って、せっかくなので、とてもいい機会にできたらいい

なというふうなお願いをさせていただければと思います。 

 

松永直樹 学校改革推進

課長 

 苫野委員ご指摘の点につきましては、地域からのご意見でも

ありまして、これまでこういった議論については、得てして後

ろ向きの議論、統廃合の議論で、なかなか前向きな取組といい

ますか、そういったものが打ち出せておりませんでしたが、本

件につきましては、本市初の義務教育学校の設置ということで、

地域の方も非常に前向きに捉えていただいております。やはり

その中で、せっかくつくるのであれば、最先端といいますか、

これまでの市のノウハウ等を十分に注ぎ込んだいいものをつく

ってほしいというようなご要望もございましたので、私たちと

してもその点は十分に留意したものをつくってまいりたいとい

うふうに考えております。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  他にはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 では、他になければ本件は以上にいたします。 
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日程第５ 自由討議 

・自由討議（１）新型コロナウイルスの対応状況について 

 

《中元正人 教育政策課長、廣瀬泰幸 教育センター所長 説明》 

 

西山忠男 委員  ５月に入って、感染がかなり広がってきて、教育にも支障が

出ている部分があるのではないかと思うんですけれども、今ま

であまり議論してこなかった音楽とか体育の授業なんですけれ

ども、これにもちょっと書いてありますけれども、音楽ですと、

歌を歌うのがちょっとまずいということになると、器楽の演奏

ぐらいしかなくなって、かなり教育に支障が出ているんじゃな

いかなという気がいたします。体育も密に運動するようなこと

ができないので、自ずとできる種目が限られてくるとか、そう

いう問題点に対してどう対応しているのでしょうか。 

 

廣瀬泰幸 教育センター

所長 

 実に、学校現場ではそのことに、とても大変な思いで対応し

ているところですが、まず歌については、マスクをはめている

かというところが大きな分かれ目になるというふうに捉えてい

ます。マスクをはめて、なおかつ距離を十分に取って、換気も

十分にできていると、そういった状況であれば、飛沫が飛ぶこ

とはほぼない。ただし、マスクを外して歌うようなことがある

と、どれだけ距離を取っていても、そこには飛沫が飛ぶという

ことが発生しますので、こうなると濃厚接触者が出てしまうと

いうことになっていきます。そういったところも学校には丁寧

に先日、次長のほうから詳しく伝えがなされております。そう

いったことを踏まえて学校では授業を行うのですが、実際のと

ころ、こういった今、特に厳しい状況ですので、学校では年間

を見通しながらカリキュラムを入れ替えて、今の時期にできる

ところをやっておくというような工夫をしながら行っていると

ころです。 

 

西山忠男 委員  分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  今回は、本来、自由討議は委員同士の討議なんですけれども、

このテーマからすると、今、学校が実際どういうふうになって

いるのかということで、それを聞いて各委員から意見をいただ
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くということになるのかなと思いますので、ちょっと形式的に

はそうなりますけれども、何かそういう観点でもご意見ありま

すか。 

 

小屋松徹彦 委員  ２つちょっと質問があるので、もしもお分かりであればお答

えいただきたいんですけれども、まず８ページの表の中で、５

月にこれだけ数が増えていますが、その中で学年閉鎖をされた

ケースと学級閉鎖をされたケース、２つあるんですけれども、

他のところとの違いが何かあったから多分こういうことになっ

たんだろうと思うんですけれども、差し支えがなければ、それ

はどういう状況の違いだったのかというのが一点。それからも

う一点は１１ページで、今、教育センターのほうからお示しい

ただいたこの表の右側のほうの一部のそうでない学校のこの一

部というのは、教育センターとしては大体何％ぐらいの数字と

見ていらっしゃるのか、その２点がもし分かれば教えてくださ

い。 

 

遠藤洋路 教育長  一点目は学年閉鎖、学級閉鎖になった学校とならなかった学

校は何が違うのかということですが。 

 

森江一史 教育次長兼 

学校教育部長 

 学年閉鎖にしたか学級閉鎖にしたかという判断なんですけれ

ども、基本的には保健所からの指示も１つはございます。また、

保健所からの指示がない場合、つまり保健所からの聞き取りが

済んでいない場合には、学校で状況を子どもたちからも聞き取

っておりますし、この例で、学年閉鎖をした学校の例を言いま

すと、体育大会の前で、学年２クラスなんですけれども、その

２クラスがもう全員リレーということで、運動場でクラス関係

なく交わって練習をしていたということも経緯としてあるの

で、今の段階で保健所からの聞き取りが終わっていないという

ことで、校長が、これは学級ではなくて学年閉鎖ということを

判断したという例でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  閉鎖しないときとするときは何が違うのかということもある

かと思うんですけれども、どうですか。 

 

森江一史 教育次長兼学

校教育部長 

 この学年閉鎖をするか学級閉鎖をするかという判断につきま

しても、これは資料を確認しながら説明したいと思います。１

０ページの資料をご覧ください。 
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 先ほど政策課長からもありましたように、感染が判明した場

合に、まず学校の対応として、当日、それが判明した場合には、

十分な感染対策を講じたうえで学校教育活動を継続いたします

が、翌日の対応をどうするかということが今のご質問につなが

ると思います。翌日の対応については、矢印にありますように、

保健所による接触状況の調査があります。この調査の結果が出

るわけですけれども、出る場合には次の矢印に進みます。濃厚

接触者または検査を受検する接触者がないと判断された場合は

従来どおり翌日も学校教育活動の継続になりますが、濃厚接触

者または検査を受検する接触者があったという判断が出た場合

に、翌日、学級閉鎖等の措置に移っていきます。また、保健所の

調査の結果が出ないという状況の場合、矢印のとおりですけれ

ども、学校が感染者本人等に聞き取りを調査したり、また症状

がある場合は行動範囲等を特定したうえで、ここからがまた判

断が分かれるんですけれども、行動範囲を閉鎖したで学級閉鎖

等の判断をするという場合とそうではない場合を判断するとい

う部分になっていきます。このフローに沿って、今のところ学

校に連絡をし、保健所等の指導を仰ぎながら、学級閉鎖等の判

断をしているという状況でございます。 

 

松島孝司 教育次長  すみません、私からも一点、補足をさせていただきます。 

 今、森江次長から説明があったとおりでございますが、９ペ

ージの表で学年閉鎖と学級閉鎖と休校というのが４件ございま

す。この４件は、１０ページのフローでいうところの「保健所

の調査結果が出ない場合」にあたります。つまり、先ほどお尋

ねがあった学年閉鎖と学級閉鎖については、保健所の調査結果

が出ずに、子どもたちや先生の接触状況が判断できないので、

念のため閉じましょうという判断をしたものとなります。この

４件の事案を除き、最近の保健所のほとんどの判断は、濃厚接

触者はここまで、接触者はここまで、ですからこの人たちは出

席停止で、それ以外は通常どおりの活動で大丈夫ですという判

断となっています。 

 以上です。 

 

遠藤洋路 教育長  ８ページの表というかグラフが載っていますけれども、見る

と分かりますが、学校での感染というのは非常に少ないんです

よね。クラスターが出たという報道なんかがされますけれども、

熊本市立の学校では今まで１件もクラスターが出たことはあり
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ません。 

 実際に、先ほどのフローチャートなんかを見ても、学校で感

染したかどうかというよりは、濃厚接触者とか接触者に該当す

るかどうかというところのほうが翌日の教育活動には影響があ

るんですね。濃厚接触者に該当した人は１４日間出席停止です

から、児童生徒にとっても影響が非常にあるということなので、

最初のご質問のときにお答えがあったと思いますけれども、感

染しないようにするということはもちろん大事なんですけれど

も、今、学校で一番気にしていることは、濃厚接触者に該当し

ないような教育活動の方法にするということですね、もし誰か

陽性が出た場合。もちろんそれは感染を防ぐことにもなってい

るわけですけれども、ただ感染を防げばいいやでなくて、濃厚

接触者、接触者を出さないということが教育活動を円滑に続け

ていく、あるいは子どもの学習の保障に資するということにな

っているという状況なんだということですね。 

 そうならないような学習活動のやり方を今、工夫していると

いうことなので、もちろんそれをやっていけば、結果的にも感

染も防げると思いますけれども、目的としては、どっちかとい

うと、感染自体を防ぐということはかなりできている。むしろ

誰かが家で感染した場合に、周りの人がみんな濃厚接触者です

というようなことにならないように、つまり学校を休まなけれ

ばいけない子どもの範囲を極力少なくするような工夫が今、求

められている、そういう状況なのかなというふうに思っていま

す。 

 何か泉委員から専門的にコメントがあればお願いしたいんで

すけれども。 

 

泉薫子 委員  今回の感染の拡大は１０代が増えているということで、若年

化しているということを非常に心配していまして、この結果が

出るまで、高校生の感染者がどうなのかというのを非常に心配

しておりました。市立の高校は２件だということでちょっと安

心したんですけれども、現在の中では、高校の中でクラスター

が出たり、部活動を介して感染が広がったり、試合などでちょ

っと感染したりというような案件がありましたので、今後、少

しやはり１０代の感染というのを考えたら、高校の感染防止の

対策というのをしっかり一度ちょっと確認していただいたり、

見ていただいたらなと思っております。 

 以上です。 
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遠藤洋路 教育長  何か高校に関して特にありませんか。 

 年齢が上がるほど感染しやすいという傾向があるということ

ですので、学校の中で高校、大学が一番気をつけなければいけ

ないと思いますので、それは引き続き進めていただければと思

います。 

 他にはいかがでしょうか。 

 

出川聖尚子 委員  最近またたくさん感染者が出ているので、濃厚接触者の子ど

もが結構いて、学校に来ていない子どもが多くいるんじゃない

かなと思うんですけれども、その子どもたちに対しての今現在、

学習の保障はどういった程度にされていらっしゃるのか教えて

ください。 

 

石加浩二 指導課長  この学習サポートというのを５月２０日から始めておりま

す。４日間なんですけれども、先日までの４日間で確認をちょ

っと取らせていただいています。委員ご指摘のとおり、濃厚接

触者、もしくは感染の風邪の症状がある場合、今リスクレベル

が４・５の域に入っていますので、ご家族に風邪の症状がある

場合も出席停止というかたちにしております。 

 その子どもたちの数なんですけれども、今のところ、４日間

で小学校が６７６名、中学校が２００名の子どもたちが学校に

来ておりません。ただ、１日で来ている可能性もあります。４

日間の中でというかたちで、同じ児童生徒の場合には１人とし

てカウントしております。あと、感染に対する不安があって来

ていない、もしくは医療ケアが必要な子どもさんとかというよ

うな児童生徒については、小学校で１７１名、中学校が６２名

という数字になっております。 

 先ほどありました学習サポートですけれども、学習サポート

については、子どもたちや保護者が希望した場合にこちらのほ

うでしますよということでしております。もちろん、最初に言

いました６７６人の中には発熱状態とかいう子どもさんもいら

っしゃいますので、それは体を治すのが最優先ということで当

然、学習サポートあたりは受けられないでしょうし、それで全

部の学習サポートと欠席者に合わせて考えますと、小学校の場

合が８４７名のうち３３５名が学習サポートを受けておりま

す。中学校の場合は２６２名のうち８２名が学習サポートを受

けていると。基本的に希望した場合には学習サポートは受けら
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れるようにしておりますので、各学校で対応をしていただいて

いるところだというふうに思っております。 

 以上でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしいですか。 

 

出川聖尚子 委員  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  他にいかがですか。よろしいですか。 

 

苫野一徳 委員  今の、せっかくなので一言だけ。実は我が家も子どもがすぐ

に熱を出すもので、しばらく出席停止状態にさせていただいて

いるんです。本当に素晴らしいんですよ。この前も申し上げた

ことがあるんですけれども、この前のそうだった時期に、すぐ

に１年生もＺｏｏｍに繋いでもらって、今は２年生と６年生な

んですけれども。ずっとＺｏｏｍでやっているんですけれども、

何の問題もないです。これはすごいなと。私もそれがあるので、

あまり見たり聞いたりしていないんですけれども、子どもから

聞くと、全然学校行っているのと変わらないというぐらい、体

育もできるんですよ。体育も家でやっていますから、これはす

ごいなと思って、この熊本市の学校の凄さを私は発信したいな

と思っているところです。 

 

遠藤洋路 教育長  決して教育委員の子どもだからではないと信じたいです。全

ての学校でそうなる必要がありますね。 

 他にはありますか。よろしいですか。 

 事務局からも大丈夫ですか。何かありますか。 

 

廣瀬泰幸 教育センター

所長 

 先ほどの小屋松委員の２つ目の質問にお答えをせねばならな

いと思っております。一部のそうでない学校と、言うなれば、

今のところ、まだうまくいっていない学校ですけれども、それ

がどれぐらいなのかということですが、すみません、数字でお

示しすることは持ち合わせがないので、そこは分からないので

すが、まさにこの一部の、というイメージなんです。何％ぐら

いでしょうか、一部のというのは。実はなぜそういうことを一

部というふうに捉えたかといいますと、指導主事が学校を訪問

しまして、いろいろ見聞きしてきたことを、報告を受けたり、

あるいはまた保護者の方のお声が聞こえてきたりと、そういっ



令和３年（２０２１年）５月 教育委員会会議録【５月２７日（木）】 
 

 36 

たところで感じますと、一部だなというふうに感じたもので。

すみません、何％とお示しすることは難しゅうございます。 

 以上でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  うまくいっている学校のほうがずっと多いと、そういうこと

なんですかね。さっき苫野委員のようなうまくいっている学校

が多いということですね。 

 

廣瀬泰幸 教育センター

所長 

 はい。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、他にはよろしいですか。 

 では、他になければ自由討議は以上といたします。 

 

〔非公開の審議〕  

日程第３ 議事 

・議第３６号 令和３年度熊本市一般会計補正予算（６月補正予算）について 

 

《中元正人 教育政策課長 提出理由説明》 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第３８号 和解の成立について 

 

《川上敬士 総合支援課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

日程第４ 報告 

・報告（５）教科書採択における公正確保について 

 

《福田 衣都子 教育センター副所長 報告》 

日程第３ 議事 

・議第４５号 熊本市教科用図書選定委員会委員の委嘱等について 
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《福田衣都子 教育センター副所長 提出理由説明》 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長 本日の日程は全て終了したので、令和３年５月の定例教育委員

会会議を閉会いたします。 

 

 


